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初　め　に
　インドネシアは 2019 年現在 G20 の一員となり，
GDP は旧宗主国オランダ（世界 17 位）を抜いて
16 位となっている。しかし，第二次世界大戦終
了後しばらくは，1945 年 8 月の独立宣言後もオ
ランダとの独立戦争が続き，1949 年 12 月独立が
国際的に承認された後も混乱状態が続いた。オラ
ンダからの主権移譲もオランダの権益を保証する
のが条件であった。インドネシアは植民地であっ
たこともあり，資源は豊富だが人材は不足し，経
済的貧困に喘いでいた。様々な経済制度も未整備
であり，資金，特に外貨不足であった。当時イン
ドネシアの商品を輸出し，外貨を獲得させ，その
後の経済成長に貢献したのが日本の商社であった。
野村貿易は，日本の商社としての規模は大きくな
いが，インドネシアとの貿易では上位に入ってい
た。菊山孝昭氏は，永年野村貿易でインドネシア
とのビジネスに携わり，同社社長を務められた。
2018 年 7 月 7 日と同年 8 月 25 日に，鈴木岩行と
根岸秀行は菊山氏にインタビューを行った。その
席には菊山氏とインドネシアでのビジネスを共に
進めた鴇沢安文氏も同席された。菊山氏はこのイ
ンタビュー記録を基に手稿を著された。この手稿
を鈴木岩行と根岸秀行が校閲し，適宜解説を加え
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たものが本稿である。本稿を通して，第二次世界
大戦後インドネシア経済の成長に対して日本の商
社の果たした役割の一班が明らかになることを期
待する。
　菊山孝昭氏は，1929 年生まれ三重県伊賀上野
出身，1949 年天理語学専門学校（現天理大学）
マライ語卒業，同年大彌産業（現野村貿易株式会
社）入社，1956 年〜 80 年インドネシア駐在，
1986 年〜 1991 年代表取締役社長
第 1章　1956 年（菊山氏インドネシア赴任）
　　〜 1965 年 9月 30 日（スカルノ政権崩壊）
菊山　野村貿易［株］は，第二次世界大戦以前の
野村合名時代から当時の蘭領東インド（現在のイ
ンドネシア共和国）において農産物（天然ゴム，
パーム油，コーヒーその他）の大規模農園を開発，
各種農産物の栽培と，精製工場を運営し，その製
品を日本及びアメリカ等海外向けに輸出する事を
主業務としておりました。
　戦後は農園や精製工場が全て国営化されました
（PPN-LAMA）。また，インドネシア国の独立に
伴い，旧オランダ系各種農園（天然ゴム，パーム
油，コーヒー，砂糖，キニーネ，その他）も国営
化され（PPN-BARU（1960 年代）），さらに 1960
年代後半には米国系，英国系，ベルギー系その他
欧米系資本の各種農園，精製工場も国営化されま
した（DWIKORA）。
　野村貿易は戦前，戦中よりインドネシアにおけ
るこれら農産物の栽培，輸出を主業としていまし
たが，私は入社以来営業畑で育てられ，徹底して
それら商権の拡大に尽力しました。
　私共は戦前からのインドネシアにおける貴重な
経験を活かし，他社に先んじて当時（1950 年代
後半〜 1960 年代），国営化されたばかりのインド
ネシアにおける外資系大規模各種農園，特に各種
農産物の海外向けの安定継続した輸出得意先の選
定に最大限の注力を払っていた各種の農園公団に
積極的に働きかけ，各種公団の優良得意先として
の地位を獲得しました。当時の各種農園公団は外
国資本から独立し PRIBUMI（プリブミ，純イン
ドネシア）化したばかりでした。各公団が独自で
海外各国の販売先との直接交渉は緒に就いたばか
りで，各公団は当社の積極的な取引を大いに評価
してくれました。
解説　1956 年 2 月，インドネシア政府ハーグ
協定破棄，インドネシア農民によるオランダ農
園の占拠始まる。1956 年 7 月，経済の混乱も
あり，外貨準備高は 1952 年の約半分となった。
1957 年 12 月，オランダ企業国有化法成立。
1.　野村貿易の沿革
菊山
【野村東印度殖産株式会社】1930 年設立
　1917 年（大正 6 年）に野村徳七（第二代）に
より設立された野村商店は，インドネシア・ボル
ネオの農園で生産されるゴムを製品化し販売する
現地法人（蘭領ボルネオ護謨株式会社）を 1920
年（大正 9 年）に設立しました。同社は 1930 年
（昭和 5 年）野村東印度殖産株式会社と改称され
ました。
　1945 年（昭和 20 年）8 月の終戦を迎えたころ
から，GHQ は日本の非軍事化，弱体化を狙って
経済的基盤と看做された財閥の解体を占領政策の
一つとしていました。野村財閥も解体対象となり，
十大財閥の 10 番目に指定され，傘下の企業はそ
れぞれ独立してゆく事になったのです。南方（主
としてインドネシア）での事業を統括していた野
村東印度殖産株式会社はその資産の大半が海外に
あり蘭印政府に引き渡された事もあり､ 再建を断
念し清算されました。
【野村殖産貿易株式会社】1942 年設立
　野村殖産貿易株式会社は，ヤマト土地産業株式
会社（1929 年（昭和 4 年）設立）の後身です。
日本国内の不動産事業と貿易事業が発展し，1942
年（昭和 17 年）に改称されました。
【大彌産業株式会社】1946 年 8 月設立
　終戦から半年経ち海外で抑留されていた野村東
印度殖産株式会社の社員が帰国するようになり，
1946 年（昭和 21 年）2 月には，野村東印度殖産
株式会社常務取締役としてマライ地区総支配人を
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務めておられた植田喜代治氏も，その部下百数十
名と共に帰国されました。頼りにされていた野村
東印度殖産は清算されたため既になく，植田喜代
治氏は部下救済のため，同年 8 月，当時の最低の
資本金 18 万円で大彌産業株式会社を設立されま
した。文字通り徒手空拳の船出でしたが外地で苦
労なされた植田氏とその部下の結束は固く，高い
志を共有していました。最初は雑多な商品を取り
扱っておりましたが，やがて生ゴム，油脂，食糧，
砂糖の輸入実務担当の許可を取得するとともに繊
維資材の登録業者としての指定も受け地歩を固め
ました。かくして大彌産業は発足僅か３年で資本
金 18 万円から 1000 万円に急成長しました。
【（旧）野村貿易株式会社】1945 年設立
　一方戦前，戦中を通じ主として日本国内での事
業が中心であった野村殖産貿易株式会社は財閥解
体に際し，不動産部門を分離し商事部門のみとな
り，野村貿易株式会社と改称して再出発しました。
終戦直後は海外の貿易自体が（GHQ の許可が無
く）始まっていなかったため，野村貿易は先ずは
貿易再開に向けて体制を整えるかたわら，社員を
国内での物資交易業に従事させていました。やが
て GHQ の方針に従い貿易を一元化して行う道が
開かれましたが，これに伴い，政府は貿易庁を設
置して実務は貿易庁が指定する代行業者が行う制
度となりました。野村貿易は貿易庁よりこの指定
を受け輸出入実務の代行業務を行うこととなりま
した。また GHQ 駐留軍のランドリー業務（軍服
等のクリーニング事業）や特需業務も獲得しまし
た。こうして 1949 年（昭和 24 年）には組織らし
い組織が整えられるようになりましたが，翌年の
1950 年（昭和 25 年）朝鮮戦争が勃発し，戦略物
資の最たる生ゴムの相場が大暴騰した際に大損失
を被り，業績が悪化していきました。
【新野村貿易株式会社】1951 年設立
　旧野村貿易と大彌産業との合併話は両社の主力
銀行の大和銀行の発案でした。野村貿易株式会社
の業績悪化を憂えた大和銀行が大彌産業株式会社
の植田社長に合併を打診した事が始まりでした。
1951 年（昭和 26 年）5 月 25 日，野村貿易株式会
社と大彌産業株式会社が合併し“新野村貿易株式
会社”が誕生しました。かくして 2 つ存在してい
た野村系の商社が一つになったわけです。新会社
の社長には旧大彌産業株式会社の植田喜代治氏
（1951 〜 66 年、社長在任）が就任，役員の多く
も大彌産業株式会社，すなわち元野村東印度殖産
株式会社出身者が就任致しました。学卒の定期採
用は 1956 年が第一期生 30 人程でした。
【野村貿易株式会社】1956 年改称
　その後，1956 年（昭和 31 年）6 月に資本金を
3 億円に増資するとともに社名の“新“をはずし
て野村貿易株式会社と改称しました。
【野村の礎石を創る】
　対等の合併とは言え，危機に瀕していた野村貿
易株式会社を大彌産業株式会社が救済する形で
あったため，両社共に一部には合併への抵抗があ
りました。また人間関係の問題も引きずりました。
しかし，終戦から間もない混沌とした時勢，小異
を捨てて大同につかねばならない事を皆が理解し
ていたように思います。さらに当時の役職員は若
かったことも要因となったのか，様々な心情を乗
り越え，「これからの野村の礎石を創る」という
思いを共有し，果敢に挑戦しました。
参考文献：野村貿易株式会社『野村貿易株式会
社創業 100 周年記念誌』2017 年，18-21 頁。
　以下に私が携わった案件をまとめます。
2．農産物貿易での実績（1950年〜60年代）
菊山　野村東印度殖産がインドネシアで戦前より
取り扱っていたのは野生ゴムのガタペルチャ（ペ
ルシャゴム）で海底電線の被膜用や，歯科用に使
用する特産物で，戦後も取り扱いの拡大に注力致
しました。
　野生ゴムもインドネシアの特産品の一つで，戦
前より歯科用（歯ぐき），ゴルフ用ボールおよび
海底電線の被覆用に使用されておりました。産地
はカリマンタン，バンジャルマシンから河を遡っ
た奥地です。
　戦前，野村東印度殖産の先輩は，この地域でゴ
ム農園と生ゴムの精製工場を経営，並行して地域
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の小規模の民間ゴム業者が集荷したゴム素材を買
い付けのため，河に沿った奥地のアモンタイその
他各所に集荷出張所を設けておりました。戦前に
は，野生ゴム（ガタペルチャ）が華人の手により，
シンガポールを経由し主としてヨーロッパに輸出
されていた事が判っていました。戦後，バンジャ
ルマシン郊外のマルタプラに賠償協定に基づき，
製紙工場建設を受注した（後述）ことを機会に再
調査した結果，戦後も細々ながら続いていること
が判明しました。日本の主要需要家との取引は野
村貿易一社が行いました。
＊通商産業省の輸出権制度（1954年〜1960年代）
　1954 〜 60 年代当時は，日本の対インドネシア
貿易のバランスは日本側の大きな輸出超過（出
超）でした。当時，通産省はこれを是正するため，
“インドネシア向けの輸出は，インドネシアより
輸入した各種エビデンスを添付すること”を義務
付けました。まずは輸入実績証明書の発行を申請，
通産省の厳密な審査を受け輸入実績証明書を発行
いただく。次にこの証明書を添付し，輸入金額の
範囲内の金額の輸出許可証を通産省より取得，こ
の証明書が無ければインドネシア向けの輸出がで
きないなど，いわゆる「輸出権制度」が導入され
たのです。
　野村貿易は，インドネシア向け出超是正のため，
インドネシアから天然ゴム，パーム油等一次産品
を大量に買い付け，日本国内におけるゴム業界，
植物油脂業界向けに天然ゴム，パーム油，その他
の商権拡大と並行して多額の自家輸出権を確保し，
この輸出権を梃子（てこ）にして，他社より一歩
も二歩も遅れていたインドネシア向け各種繊維，
各種鉄鋼製品，各種化学品，各種機械，雑貨品そ
の他の商権拡大を図りました。当時の通産省の
「輸出権制度」は野村貿易には大いに味方してく
れました。
＊キューバ国から粗糖を輸入（1958 年）
　輸出権制度に関連して思い出に残るのは，イン
ドネシアをスイッチとする事によりキューバ国か
らの粗糖を輸入した事です。輸出権制度により野
村ジャカルタの取引は拡大してゆきましたが，こ
のキューバからの粗糖の輸入によりさらに業績は
拡大しました。
　そのからくりは，三国間貿易にありました。野
村貿易本社がキューバ国より粗糖を輸入すると，
日本が US ドル・キャッシュを支払わねばならな
い。そこで野村貿易は，対日入超相手国である
キューバ国から粗糖の輸入を行ない，対日出超相
手国で且つ精算勘定国［OPEN AC 制度］である
インドネシアをスイッチとする事により，貴重で
あった日本の US ドル・キャッシュ決済とならな
い三国間貿易を政府に提案したのです。この提案
は，当時，粗糖が外貨割り当て品目でもあり，製
糖メーカー及び関係官庁から大反対を受けるなど，
実務面で厚い壁がありましたが，野村ジャカルタ，
なかでも特に野村貿易本社企画部の懸命な説得活
動が功を奏し，収益面でも群を抜いた画期的な取
引となり大成功を納めました。
解説　倉沢によると「この頃（文脈からして
1955 年 4 月頃と思われる）……日本の輸出超
が顕著に続いたため，インドネシア側の債務が
累積し，支払い不能になっていた」とされてい
る。倉沢愛子「インドネシアの国家建設と日本
の賠償」『講和問題とアジア』年報『日本現代
史』第 5 号，現代史料出版，1999 年。
3.　賠償案件（1958 年以降）
菊山　西スマトラ革命の時（1958 年（昭和 33
年））には，メダンにおりました。
　当時のインドネシアの外貨事情もあり，各商社
は，決済の心配がないインドネシア向け賠償案件
の入札業務にこぞって参入しました。賠償案件の
第一号はインドネシアの 2 か所に製紙プラントを
建設し稼働する事でした。
　当時のインドネシアでは製紙プラントは勿論皆
無，その上，外貨不足で紙類（新聞用紙，一般印
刷物用紙，タバコ紙他）は不足を極めておりまし
た。建設場所の一つは，北スマトラのメダン郊外
のシアンタルで，港湾設備の整ったメダン港の近
くであり，製紙用パルプ製造に適した針葉樹の松
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材が比較的近くのアチェ州タケゴンから産出する
事もあり建設現場としては随一の場所でした（因
みにタケゴンは H・K（黒岩さん，後述）の生ま
れ故郷です）。シアンタルの入札では，インドネ
シアの諸情勢に詳しい N 氏が顧問をしておられ
た大手商社の K 社が落札されました。シアンタ
ルには，近くに旧宗主国のオランダ系大農園（ゴ
ム，パーム油，茶など）が多く存続していました。
また戦前から，海外との輸出入に欠かせない大型
船舶が出入りできるベラワンデリ港（メダン郊
外）があり，日本で製造した製紙工場の設備一式
をシアンタルの工場建設現場に搬入するのに極め
て便が良かったのです。
　製紙工場の主原料となる針葉樹の松林がシアン
タルに近いアチェ州タケゴン地区にある事など，
同工場建設立地条件は，野村貿易が獲得した南カ
リマンタン州バンジャルマシン郊外のマルタプラ
地区に比べ，はるかに優れていることを事前に調
査のうえ落札されたものであり“流石に K 社”，
との思いを抱きました。この落札は当時の K 社
のインドネシアでの取引全般についてアドバイス
をされておられた N 氏のアドバイスに従われた
ものと考えています。同氏は戦前よりジャワにお
ける日系百貨店に勤務され，戦時中は南方軍の占
領行政（参謀別班所属）のアドバイザーを務めて
おられました。インドネシア独立運動の後ろ盾と
して深く関与された方です。戦前，戦中，戦後を
とおしてインドネシアの政治，経済事情に通じて
おられました。また当時，日本政府の肝いりで石
油資源開発のために設立された北スマトラ石油開
発株式会社の現地責任者として滞在されており，
しばしばご指導にあずかりました。
　もう一か所はボルネオ島南カリマンタン州のバ
ンジャルマシン郊外のマルタプラでした。こちら
は野村貿易が工場建設を獲得致しました。獲得の
背景にはバンジャルマシンが野村東印度殖産の発
祥地，南カリマンタン州の中心地であった事が挙
げられます。従って立地条件は北スマトラ州のシ
アンタルに比べ悪い事は承知の上でした。製紙工
場建設地のマルタプラには，戦前，劣悪な環境の
中で苦難を乗り越えゴム農園を開発するも，不幸
にして亡くなられた野村貿易の大先輩諸氏，その
ご家族の墓地があります。また，その方々の子孫
が野村貿易の社員として勤めていた事もあり，採
算を度外視して受注したのではとの思いを抱きま
した。またマルタプラの近郊では，I 社が受注し
た発電所が建設中で，この電力を工場に引き入れ
原動力とする事を当て込んでの製紙プラント建設
でした。（この発電所の建設では鴇沢様の東京外
語時代の親友の N 氏が現場管理で駐在され，悪
戦苦闘しておられました）。
　戦前，戦中，アチェ地区でのパーム油農園およ
び北スマトラ州でのコーヒー農園の経営，戦後の
タケゴン地区の特産物でもあった天然松樹脂取引
の関係で，メダンのベラワンデリ港の利便性がバ
ンジャルマシンのそれよりも，はるかに優れてい
る事も承知していました。バンジャルマシン港は
外洋向けの大型船舶が入港できない小型のローカ
ル港であるため，日本からの機材など重量物は陸
揚げできません。それゆえ，日本からの製紙用重
機一式を東ジャワの戦前からの貿易港で，重量物
上げ下ろしの設備があるスラバヤ港で一旦陸揚げ
し，ここでローカルの小型船に積み替え，バン
ジャルマシンに転送しました。バジャルマシンで
の船からの荷下ろしも大変な作業だったうえ，そ
こから先，マルタプラの工場建設地までの転送な
ど，日本では予想もしなかった大変な苦労を経験
しました。スラバヤからバンジャルマシンまでの
海上輸送の船舶が決まるまでの間，スラバヤ港に
おける機械一式および部品が保管途中，倉庫で盗
難に遭わないよう管理することに苦心した事が忘
れられません。特に鴇沢様はこの時代にバンジャ
ルマシン製紙工場建設に伴う全般的管理者として
赴任され多大な貢献をいただきました。
解説　1958 年 1 月　日本とインドネシアの間
で 803 億円の賠償協定調印，ただし賠償は金銭
ではなく，日本の役務で支払われることとなっ
た。栃窪は，「当初計画では，上質紙のペー
パー・プラントはスマトラ島に建設されること
になっていた。ところが，…スマトラからカリ
マンタンに変更された。その間の事情（は）…
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会社の発祥の地だ』」と書いている。栃窪宏男
『二つの祖国を生きた　続・日系インドネシア
人』サイマル出版会，1983 年，196 頁。
4.　ジャピンド（日系インドネシア人）
について（1950 〜 1960 年代）
菊山　（ジャピンドの代表である）ハッサン田中
氏は非常に明るく，冗談を飛ばし，人を笑わせる
面白い性格の方でした。戦時中は補助憲兵を務め
ておられたようです（ハッサン田中氏については
後述）。ジャピンドは，概して個性が強く，一癖
も二癖もあるからこそ異郷で生き残ってこられた
のであり，採用に当たっては，面接を重視しまし
た。当時の当社のインドネシアにおける各種商権
の拡大に伴う日常の多忙な業務遂行にあたり，適
材適所で適合出来るであろうと考えた人に協力を
お願いすることに徹底致しました。
　ジャカルタでは D 氏の一番仲の良い友人に声
を掛けていただきネットワークを広げました。
ジャピンドの皆さんは，どなたも私より年上の
方々で，業務遂行にあたっては，多少やりづらい
事もしばしばありましたが，適材適所で皆様の個
性を活かしていただくとともにご協力をいただき
ました。
　1950 年代頃は長期滞在のビザの取得が難しく
旅行者用短期ビサで入国し，ビザの期限の前に帰
国していました。従って仕事の中断を避けるため
ジャピンドの方々を現地採用し，業務に従事いた
だきました。ジャピンドの方々は日本語，インド
ネシア語は勿論のこと，在住地域の民族語（西部
ジャワはスンダ語，中・東部ジャワはジャワ語，
北スマトラ・メダン地域ではタパヌリ語など）に
も通じていました。各地域の民族語が理解でき各
地域の事情に詳しく，輸出入取引拡大のために各
地域の取引先に溶け込むきっかけとなっていただ
き大いに助かりました。
＊ジャカルタでのジャピンド
　野村ジャカルタが最初にお願いした方は，ジャ
カルタの D 氏でした（堺市出身）。戦時中，落下
傘部隊であった D 氏はインドネシアのティムル
島クーパンに降下した際，運悪く強風に流され，
当初の目標着地点を外れ，大きなサボテンが繁茂
している原野に着地，サボテンの大きな針に刺さ
れて身動きが取れず，ほうほうの体で脱出したこ
とを笑いながらおもしろおかしくお話しされてい
ました。明るく真面目で几帳面な性格の方でした。
　バンドンに居を構えられ，土曜日で特に仕事が
無ければジープで帰宅されていました。バンドン
はオランダ時代から避暑地としても有名です。D
氏には野村ジャカルタの駐在員は勿論ですが，日
本から視察のために来訪された得意先の要人の現
地案内担当として随分お世話になりました。
　バンドンには多数のジャピンドの方々が居住さ
れており，これらの方々との交流を通じ，バンド
ン地区の得意先開拓（綿布製造用糸輸入商，屋根
材の亜鉛鉄板輸入業者等）に貢献していただきま
した。
　2 番目がジャカルタの S 氏でした。S 氏は元々
言葉を吸収する能力に長じておられたのか，イン
ドネシア語は勿論，中部・東部のジャワ語，西部
ジャワのスンダ語等に長じておられました。この
ことが買われてか，ジャカルタの大使館の情報宣
伝課にお勤めで，毎日，現地新聞，その他書籍の
購読，翻訳，また大使館広報担当官と共に地方に
出向いての広報活動に努めておられました。当社
の商権拡大と並行してジャピンドの増員が必要と
なり D 氏（前述）に相談したところ，一番に推
薦されたのが S 氏でした。S 氏へのアプローチは
D 氏に一任，結果，S 氏に協力いただくこととな
り，主として新聞，ラジオその他情報収集に尽力
して貰いました。この S 氏も，昨年お亡くなり
になられたとの事です。ジャピンド一世の皆様の
最後は S 氏となりました。
　3 人目が Y 氏でした。Y 氏は岐阜県出身です。
元軍人での残留ではなく，戦時中の少年義勇軍に
志願され，東部ジャワに派遣され，戦後残留され
た方で，残留日本人仲間では，最年少組の方でし
た。戦後，インドネシア独立軍に参加，東部ジャ
ワ，中部ジャワ各地のオランダ軍との戦闘に参加
された方でした。従って，東部ジャワや中部ジャ
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ワ地区の情勢に詳しく，インドネシア語以外に
ジャワ語も上手でした。スラバヤに日本国総領事
館が開設されると同時に当該領事館の現地職員と
して勤務しておられました。
　当時野村貿易はインドネシアにおいて，ジャカ
ルタ，メダン，バンドンに事務所を開設していま
したが，東部ジャワ地区の商権開発のためにはス
ラバヤに拠点を設ける必要があり，メダンにおい
て実務を研修いただいた A 氏（メダンで採用し
たジャピンド，後述）にスラバヤへ移動いただき
ました。スラバヤ事務所ではジャカルタ事務所か
らの援助の下，繊維関係では捺染綿製品，捺染人
絹製品，織布用綿糸，スフ糸，その他，金属製品
では亜鉛鉄板，釘，針金，有刺鉄線など，その他
雑貨類では，タバコ巻用紙等々の製品の輸出入業
務を推し進めました。他の輸入業者との繋がりも
進み，ほぼ，見通しがついてきました。
　次に推し進めたのが，戦前からの華商発祥の拠
点でもあり，当時も大手華商が活発に活動してお
りました中部ジャワのスマラン地区での商活動で
した。戦前や戦中には野村東印度殖産株式会社も
支店を持ち活発な商活動をしていましたが，主と
して生ゴムを始めとした農産物の取り扱いでした。
一方，繊維関係および雑貨類については，MB 社，
MS 社，IC 社，G 社，NM 社などの強豪が活発な
動きを展開しておりました。 A 氏がスラバヤと
の兼務で中部ジャワのスマラン地区の新規開拓を
担当するのでは，強豪他社に対抗してのスマラン
地区の開発も難しく，折角開発したスラバヤ地区
も，他社に巻き返される恐れもあると危惧し，ス
マラン地区を主業務とする増員が必要であると考
えました。そこで D 氏と A 氏へ相談したところ，
当時スラバヤ領事館にお勤めしておられた Y 氏
の名前があがり，当社に来ていただく事になった
次第です。
　Y 氏には，1 ケ月の野村ジャカルタでの研修後，
3 ケ月間程スラバヤで A 氏と共に実務を担当い
ただき研修を重ねていただきました。その後，A
氏には東部ジャワ各地，Y 氏にはスマラン他中部
ジャワ各地を担当していただきました。
＊メダンでのジャピンド
　メダン地区在住のジャピンドの方々は，戦時中，
マライやシンガポールよりスマトラ島に入られ，
そのままメダンに残留された方が大半です。
　ジャピンドの方々に，おしみなく最大限の協力
をいただくため，当社は，当時の他社の標準手当
より有利な条件で協力を依頼しました。人格や実
績により，本社の正社員になっていただく人事も
実行致しました。メダン採用の I 氏が第 1 号正社
員でした。
　野村貿易においてメダン地域で最初に勤務いた
だいたのが I 氏でした。I 氏は沖縄ご出身で近衞
師団に属しマライ（現マレーシア）各地を転戦，
シンガポールよりアチェ州に上陸しました。戦後
はメダンに残留し，インドネシアの独立のため，
インドネシア軍に加わりました。オランダ軍と交
戦中足に弾丸を受け負傷され，インドネシア独立
後，インドネシア政府より“独立戦に依る名誉の
負傷”を認められ，独立戦負傷兵として地域社会
の尊敬を集め，メダンのジャピンド仲間では親分
的な存在で活発に活躍しておられました。ジャカ
ルタの英雄墓地に葬られました。
　さらに 2 人目は横浜出身で横浜薬学専門学校卒，
元衛生将校でメダンに残留された K 氏でした。
残念ながら，大手製薬企業の西部ジャワにおける
合弁会社設立に伴いその会社に転職されました。
　3 人目にご勤務いただいたのは I 氏に紹介いた
だいたトバ湖周辺のタルトン地区（トバ湖のパラ
パットからブキッティンギ）在住の元近衞兵の
A 氏でした。東京出身で戦前の東京農業学校卒
業の A 氏は，戦時中近衞師団において重機関銃
手を務める歩兵でした。マライ上陸後陸路南下し
てシンガポールを攻略し，そのままスマトラに転
戦された戦歴を持ち，頑丈な体格をお持ちでした。
身体には数か所に敵弾貫通の跡がありました。人
並み外れた実直な性格の方で，几帳面で真面目そ
のもの，常日頃“その実直性を活かし，市場開拓
に励んで欲しい”と激励した事を思い出します。
北スマトラ州のメダンにて I 氏の指導で実務研修
後，東部ジャワのスラバヤ地区開拓のため，スラ
バヤに事務所を開設，それに伴ってスラバヤに移
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動して貰い，スラバヤ地区の開拓にあたっていた
だきました。インドネシア語以外に民族語（タパ
ヌリ語）が上手で，北スマトラ地域の開拓に従事
いただき，後に東部ジャワのスラバヤに事務所開
設にあたりスラバヤに移動し，東部ジャワの開拓
に従事いただきました。
　4 人目は IT 氏でした。I 氏に依頼し，友人であ
る IT 氏に声を掛けていただきました。IT 氏は，
学卒の元陸軍中尉で北スマトラのアチェ州にあっ
た元陸軍の飛行場の警備任務にあたっておられま
したが，戦後はインドネシア独立軍に参加してお
られました，インドネシアの独立後にはインドネ
シア独立軍時代のインドネシア人の友人の勧めも
あり，メダンよりジャカルタに移動され，自営の
小規模な自動車修理工場を営んでおられました。
理工科出身だけに機械類の取り扱いに関心をもっ
ておられ，当社では，S 織機始め織布工場に必要
な繊維織布工場関連機械類の売り込みや農機具の
売り込みを担当していただきました。
　5 人目の H・K 氏も I 氏の推薦で採用，メダン
勤務で頑張ってもらいました。同じジャピンド仲
間でメダンに残留された K 氏は，インドネシア
独立後，当時のやむを得ない事情で急遽，単身で
帰国を余儀なくされたため，大事なご子息をメダ
ンに残し帰国されました。K 氏は軍隊時代からの
親友であった I 氏にご子息（H・K 氏）の養育を
託されました。そのご子息がメダンの高等学校を
卒業するにあたり，就職先として野村貿易メダン
事務所で採用して欲しいと I 氏より強い要望と推
薦があり，H・K 氏にもお手伝いいただいた次第
です。H・K 氏は元軍人であったお父上の血筋を
引き継がれ，何をするにも行動が正確・迅速であ
り，商社の営業マン向きでした。野村貿易メダン
事務所勤務の当初は事務所関連業務全般，少し慣
れてきた時点で東部ジャワ州に設立，稼働した
M 農機社との合弁会社の製品販売に従事いただ
きました。製品は主に耕運機，モミすり精米機，
トラクター等でした。これらをアチェ州，北スマ
トラ州，パダン地方（西スマトラ州），パレンバ
ン地方（南スマトラ州）その他スマトラ島全域で
の販売に従事いただきました。その後，さらに手
を広げ，日本向けのインドネシア産コーヒー豆の
取り扱いを拡大，なかでも北スマトラ地区（ア
チェ，パダン地方）の開発，拡大に当たっては全
面的に業務を担っていただき現在に至っておりま
す。
　娘の（高藤）洋子が大変お世話になっているハ
ディジャさんは，残留衛生将校としてメダンに残
留された梅田様の御令嬢で，その御主人が H・K
さんです。コーヒービジネスをしておられます。
現在も家族ぐるみの交流が続いております。
解説　倉沢はジャピンドについて，「戦争中イ
ンドネシアで占領軍政にたずさわっていた元軍
人，軍属である。彼らは，おおむね当時のイン
ドネシアの指導者たちと同志的な連帯感を持ち，
日本の進出にあたっては露払い的役割を果たし
た」としている。倉沢，前掲書。
5.　ハッサン田中氏について
鴇沢　70 年代，IHI 勤務の私の（東京外語大イン
ドネシア語）後輩の N 氏がジャカルタでの住居
を探していましたが，適当な物件が見つからず苦
労していました。ハッサン田中氏に相談したとこ
ろ“田中氏自身の家を空けて IHI の社宅にしてく
れました。ハッサン田中氏は 90 年代に他界され
ましたが，亡くなる直前に会った事があります。
解説　ハッサン田中，本名田中年夫，大正 6 年
（1916 年）生まれ，1940 年憲兵伍長勤務上等兵
になる。終戦時憲兵であったことが，インドネ
シア独立軍に加わった一つの動機であったとさ
れている。栃窪宏男『日系インドネシア人　元
日本兵ハッサン・タナカの独立戦争』サイマル
出版会，1979 年。
菊山　まだまだインドネシアの情勢が大らかで明
るかったジャカルタの下町の風景の一つです。鴇
沢さんが日本より野村貿易ジャカルタ事務所に着
任されたのは，野村貿易がハッサン田中氏の事務
所を借り，そこを野村貿易のジャカルタ事務所と
していた時代でした。ハッサン田中氏の事務所は
2 階建てで，道路に面した 1 階の出入り口に席を
設けた鴇沢さんの出社後の毎日の日課は，“わざ
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と泣かせた子供を背負い，毎日定期的に“物乞
い”にやって来る乞食を断ることでした。その場
を立ち去るよう一苦労されておられた事が今でも
思い出されます。大変な時代でありましたが，当
時はまだまだゆとりがあり，ユーモラスな面が
あったようにも思われます。
鴇沢　その当時のインドネシアでは，お手伝いさ
んが生きたニワトリを買ってきて，血抜きして料
理していました。そのことにびっくりしたことを
思い出します。
菊山　船舶関係の賠償案件では IHI を中心に取り
組みました。ハッサン田中氏との一番の思い出は，
朝鮮動乱時にインドネシアからの鉄クズ（スク
ラップ）の輸入で大いに利益を上げた事でした。
ハッサン田中氏に協力していただき，当時のイン
ドネシア国有鉄道の空き貨車をかき集め，ジャワ
海側で山積みに集積した大量の鉄スクラップ（鉄
屑）を一晩にしてインド洋に面した港，チラ
チャップ港に運び込んだことです。チラチャップ
港に入港後，ハッサン田中氏には接岸させた野村
貿易のチャーター船に積み込み作業の管理にあ
たっていただき，満船にして無事チャーター船を
出港させました。本船が神戸港へ入港し陸揚げの
時には，朝鮮動乱のため，戦時物資の鋼材が暴騰，
大いに利益を上げ，当時の社長，担当取締役 M
金属本部長，M 部長が大喜びされておられたこ
とが思い浮かんで参ります。
解説　栃窪によると，「ハッサンはさっそく戦
時中からの知人，中部ジャワ陸上輸送局の配車
部長（インドネシア人，解説者注）に会いに
いった。
『スクラップをスマランからチラチャップに運
びたいのだが，協力してくれないか？』
『特別貨車を編成すると，往復の運賃を払わな
ければなりませんよ。…こうしましょう，わた
しの権限で，チラチャップの石炭をスマランま
で輸送するよう命令しますから，チラチャップ
に回送する空の貨車を利用するということにし
たらどうですか』
『そんなことをしてもいいのか？』
『もちろん，スマランからチラチャップまでの
貨物料金はいただきます。われわれの方もそれ
で損はありませんからね』
ただちに，『竟成（きょうせい）』時代の顔で，
労働者を集めた。たちまち十トン貨車百輛にス
クラップが積みこまれた。その晩，特別仕立て
の貨車はスマランのタワン駅を出発して，翌朝
チラチャップ港駅に到着した。そして，貨車は
埠頭内の引きこみ線を通って，桟橋まで乗り入
れた。あとの作業は簡単だった。貨車からおろ
されたスクラップは，瑞光丸（野村貿易チャー
ター船，解説者注）の船艙に運びこまれた。」
とされている。栃窪，前掲書，147-148 頁。
菊山　ハッサン田中氏に関連した話としては，同
氏の友人で鹿島貿易に勤務されておられた H 氏
の事も思い浮かんで参ります。H 氏も元補助憲兵
で残留なされたジャピンドのお一人で個性の強い
方でした。
6.　かつら，寒天，牛骨，トビウオ卵
ビジネスについて
菊山　1950 年後半〜 1960 年代でした。かつらに
使用する髪の毛の取引は，髪の長さが大切であり，
長い程値段が高いです。取引が始まった当初は契
約の長さ通りで，品質上の問題もありませんでし
た。そのうち痛い目に遭うこととなりました。髪
の毛は寸法別に束にして出荷されていたのですが，
見える表面部分の髪の長さは契約通りの長さであ
りながらも，束の中にはかつら用としては使用不
能の極めて短い髪が混入して出荷されるように
なっていたのです。大変な損失を被った苦い経験
があります。
　寒天原草の取引でも同じような苦い目に遭いま
した。日本近海の寒天原草が値上がりし，ジャワ
島周辺の原草を採集，原草サンプルを何度も日本
に送り，時間をかけて調査した結果，使用可能と
なり，取引を開始しました。当初は問題ありませ
んでしたが，そのうち，雑草を乾燥して混入し出
荷する輸出業者も現れ，これまた大変な損失を被
り，出荷前の検品が極めて重要である事を勉強し
ました。
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　牛骨取引でも苦い経験をしました。牛骨の取引
は過去に経験がなく，当初は日本から専門業者に
お越しいただき，現場において現物の検品作業す
ることを現地の輸出業者と共に教わりました。専
門業者は牛骨の現物をハンマーで叩き，“カーン”
と鳴った骨は保管状態の良い骨で輸出可とし，ド
サーと濁音がした骨は土地に埋めた骨を再度掘り
出した骨，または地上でも雨ざらしのまま保管し
た骨で，輸出は不可，不合格と分別しておりまし
た。
　専門業者の見解では，一旦地に埋めた骨，また
地上でも雨ざらしのまま保管していた骨は，リン
質が劣化し，使い物にならないとの事でした。こ
のような獣骨ビジネスも，当初は順調でしたが，
そのうちに地下に埋められていた骨を掘り起こし
たものが混入されていた事が日本に到着後に判明
し，売り先より受け取り拒否，返品され損失を
被ったこともありました。
　ビジネスの種は日本側からこれをやったらどう
か？と提案された事もあるし，ジャカルタ側から
提案する事もありました。例えば，セレベス（現
スラウェシ）では食品として食べられていたトビ
ウオの卵を鱶（フカ）の卵（キャビア）の代用と
して食品市場に提供のため，日本の佃煮業者に輸
出致しました。
鴇沢　セレベス（スラウェシ）のウジュンパンダ
ンの海岸線にトビウオの卵が黄色く打ち上げられ
ておりました。
解説　『神鷲（ガルーダ）商人』（深田祐介著，
1986 年）のモデルとされる東日貿易の桐島正
也もかつらビジネスで苦労したことを述べてい
る。倉沢愛子『インドネシアと日本　桐島正也
回想録』論創社，2011 年，117-122 頁。
7.　インドネシア以外での事業開発
菊山　戦前，南方が主体であった野村貿易は国内
取引に関しては皆無に等しく，当時の植田社長は
国内取引の開発と並行して海外（南方以外）での
事業開発に注力されました。代表的なものを以下
にあげます。
＊インドネシアのくず鉄で成功した事から，野村
貿易ではインドのくず鉄（スクラップ）に注目し
ました。当時，カルカッタ（現コルカタ）に製鉄
工場があったインドの製鉄所 T 社と折衝し，製
鉄工程で排出されるスクラップを安値で購入した
うえで，製鉄大手の K 社に納入しました。当時，
朝鮮戦争の真っ只中で，くず鉄の市況が高騰し，
大きな利益を計上しました。鉄鋼部門が喜んでい
たことを思い出します。
　のちに製鉄関係メーカーおよび商社合同の経済
ミッションの一員としてインドへ出張し，T 社の
経営陣と面談しました際には，彼らより「我が社
（T 社）はペルシャ系のアレキサンダーの流れを
汲む」との説明を受けましたが，その風格に，確
かに彼らの話は当を得ている，との思いを抱きま
した。
　＊ 1957 年 7 月には、同系列の敷島紡績と組み
豪州の得意先と合弁会社 YARAGON TEXTILE 
MILLS PTY LTD を設立しました。この会社は
豪州における繊維産業での合弁第一号となりまし
た。また，1960 年には住友金属と組みマライの
生ゴムの得意先と合弁で，マライのクアラルン
プ ー ル に お け る 亜 鉛 鉄 板 製 造 の 合 弁 会 社
FEDERAL IRON WORKS SDN BHD（FIW）を
設立しました。この会社は当時のマライ外資導入
法により，パイオニア扱いとなり，減税とともに
同業者（亜鉛鉄板製造業）への許可は 5 年間出さ
ない条項で優遇されました。
＊バンコクのパイプをインドネシアで販売
（1963 年〜 1965 年）
　従来，日本とインドネシア間の往復はシンガ
ポール経由でしたが，当時のスカルノ大統領が，
マレーシア（1963 年マレーシア成立，以後マ
レーシアと表記する）との国交を断絶したため，
日本とインドネシア間の往復は，バンコク経由と
なりました。そのため私はバンコクに通うように
なりました。
　インドネシア行き航空便に乗り換えのためバン
コク支店の社宅に 1 〜 2 晩宿泊，この間，上述の
O 氏を始め当時のバンコク駐在員より様々な情報
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を共有させていただきました。鉄鋼大手メーカー
SK 社と組んだ鉄鋼パイプ製造合弁会社“TSP”
の製品が，タイ国内市場で思うように売れず，在
庫過多でしたが，このバンコク生産のパイプをイ
ンドネシア市場で販売できないかとの要請を受け，
ジャカルタ，スラバヤ，メダンの駐在員（ジャピ
ンド従業員）と連携し販売し，成功に至ったこと
からは，「危機がチャンスを生む出すこと」を学
んだように思います。
＊アフリカでの合弁（1963 年）
　1963 年，系列の敷島紡績と組み，東アフリカ
のケニヤ（ナイロビ郊外）においてインド人経営
の繊維関係得意先と紡績及び織布の合弁会社
THE  UN ITED  TEXT ILE  INDUSTRY
（KENYA）LTD（UTI）を設立しました。他社
に先駆けいちばん早かったのです。
　東南アジア地区の商取引は概して華僑相手が多
いのですが，ビルマ（現ミャンマー）以西からア
フリカ地区は概してインド人相手が多かったです。
8.　1950 年代から 1960 年代初期の華商
について
菊山　当時（1950 年代〜 1960 年代初期）には砂
糖やタバコなどで財をなしたオランダ時代からの
華商の大富豪がまだ活発な動きをしていました。
　当時，野村貿易本社の Y 取締役繊維本部長が
市場調査でインドネシアを来訪されたことがあり，
スマラン地区を視察の際には私が同行した時のエ
ピソードです。綿布類の綿糸を主業とする福建省
出身の華商へ案内しましたところ，華商の主人が
野村貿易の本部長へのお土産と称し，香港経由決
済条件で太番手の純綿糸と化繊糸（スフ糸）の大
量の注文をいただきました。その時，本部長より
「今までアフリカおよび東南アジア各国の輸入業
者と数多い織布用糸類の取引をしてきたが，今回
の注文のように，1 回の取引で一度にこれだけ大
量の注文量となったのは初めてだ。単位を間違っ
ていないか，再確認せよ」との指示があり，華商
の社長に再確認致しましたところ，笑いながら
「本部長へのお土産です。間違いありません。今
後ともお付き合いのほどよろしく。」との回答で
した。インドネシアを来訪された本部長が帰国後
に胸を張って社長に報告出来るよう，また私には，
本部長の前で大量の注文を発注して顔を立ててく
れたこと，また「メンツを何よりも重んじる華僑
の気質」を見せつけられた事を未だに覚えており
ます。
　この華商はその後（1965 年），社長一家が香港
へ居住を移し，長男は学生時代留学していた豪州
に移住しました。
　その他，数年後に東部ジャワのモジョケルトで
創業した合弁会社 MERTEX のインドネシア側
パートナーの一人となった華商 L 氏も，スマラ
ン在住で陶器類の輸入を主とした大手輸入業者で
あり，名古屋の IN 社，福岡の TT 社の製品を
大々的に輸入していました。
9.　バクリー＆ブラザーズとレーヨン
菊山　ジャカルタの商業地域のコタ地区はオラン
ダ時代からの旧 5 大オランダ商館が立ち並び，旧
オランダ商業銀行をはじめ金融機関の中心部と同
時に華商の中心地区でもありました。高原地帯の
避暑地でもある西部ジャワのバンドン，東部ジャ
ワの中心都市，スラバヤに通じるジャワ随一の鉄
道駅“KOTA（コタ）”が今も残っています。鉄
道関係商談でスラバヤへ出張時，野村ジャカルタ
の駐在員 N 氏と一緒にこの汽車を利用した時の
ことですが，雨期でもあり途中の中部ジャワの中
心都市スマランを通過後，スラバヤ駅を目前に，
ブンガワン・ソロ（ソロ河）の氾濫で線路が水没，
列車が運転不可能となりました。日没後でしたが
避難指示により薄暗い田圃の真中で下車，膝まで
水浸しで最寄りの村落に避難した事を思い出しま
す。
　バクリー社は，この思い出深いコタ駅のすぐ近
くにありました。バクリー社は 100％プリブミ資
本で，社長のバクリー氏は，スマトラ島南部のラ
ンポン州出身のコーヒー豆を主体とする貿易商で
した。
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　野村貿易との関係は，1950 年代後半からです。
同社との取引については，同社の取り扱い主品目
であるコーヒー豆の日本への輸出および日本から
の繊維製品の輸出でした。
　当時のバクリー社では繊維関連商品の取り扱い
がなかったため繊維関連工場との取引もなく，輸
入についてはどんな品目を選べば利益に繋がるか
わからない状態でした。従って私どもは当時のイ
ンドネシアにおける繊維事情と日本の繊維の事情
を説明しました。それと同時に野村貿易が事前に
調査し信頼できる西部ジャワのバンドン地区織布
工場をバクリー社に紹介しました。バクリー社に
は当時，日本は不景気で東海地区の浜松始め北陸
（福井，富山等）地区での織物織布工場の稼働お
よび，織布の主原料のスフ糸（ステープルレーヨ
ン）の需要も低迷し，この結果，大手の綿 / 化繊
メーカー各社の在庫が増加していました。
解説　1950 年代半ばからの日本の繊維事情
　バクリー社との取引が開始された 1950 年代
半ば，日本の綿布等の海外への輸出はいまだ回
復せず，一方で敗戦直後の国内の極端な衣料不
足はほぼ解消していた。このため，日本国内の
繊維産業には設備の過剰感が生まれていた。と
くに 1952 年春から朝鮮特需に反動の兆しが生
じたのをきっかけに，天然繊維では景気変動ご
とに不況の波をかぶることとなった。しかしこ
れに対する支援政策は，「国際収支改善の立場」
から化学繊維とくに合成繊維（輸入原料にさほ
ど依存しない）の育成と増産が推進されていた
こともあって，効果が上がらなかった。
　このように 1950 年代から繊維産業の設備過
剰が表面化するのと並行して，海外への投資は
活発化していった。まず，1956 年の日・比賠
償協定の締結を契機に東南アジアへの資本輸出
が具体化し，さらに中南米へと拡大した。投資
対象も天然繊維にとどまらず，レーヨンさらに
戦後登場のナイロンに広がり，紡績や織布だけ
でなくメリヤスその他二次製品縫製加工分野ま
で拡大していった（「合成繊維市場の開拓と系
列化」『日本化学繊維産業史』第 3 編第 4 章，
日本化学繊維協会，1974 年。『日本繊維産業史
　総論編』日本繊維協会内日本繊維産業史刊行
委員会，1960 年再版，305 頁）。
解説　バクリー財閥
　バクリー財閥の創業者アフマド（Achmad 
Bakrie）は，1916 年南スマトラ州（現在のラ
ンプン州）の小農に生まれ，36 年にオランダ
系商業学校を卒業後，コーヒー・胡椒商人を経
てオランダ製薬会社の販売員となった。42 年
の日本軍侵攻の影響で勤務先が倒産した際に，
買い占めた薬を販売して莫大な利益を得た。こ
れを元手に親兄弟とともに商社を創業した。そ
の後移転したジャカルタでは，日本軍とのゴム
や薬品の取引のほか，胡椒，コーヒー，丁子な
ど農作物の流通ビジネス，また繊維，二輪車，
ミシン，ラジオ，耐火材，食料，雑貨，セメン
ト，リップスティック，ヘアースプレーといっ
た消費財の輸入業務などを手がけた。
　第二次世界大戦後に法人化し，1952 年には
株 式 会 社 バ ク リ ー・ ア ン ド・ ブ ラ ザ ー ズ
（BNBR）となり，欧米企業の現地総合エー
ジェントとしてもビジネスを展開した。この過
程で他のプリブミ企業と同様，ベンテン政策に
よる政治利権を活用したが，有名ブランドの代
理権は獲得できなかったため，輸入業務をビジ
ネスの中核に据えることはできなかったという。
　しかしやがて，アフマドは出身地コネクショ
ンを活用して，他のプリブミ企業が苦心した許
認可の獲得に成功し，農産物輸出からその加工
にまでビジネスを展開していった。1957 年に
鉄工所を買収し，鉄パイプ，鋳物，有刺鉄線，
クリップ，クローブ，ゴムなどの製造業に拡大
し，59 年にはバクリー・スティール社を創業
するなど鉄鋼業を基幹とする産業グループの形
成に成功した。
　さらに 1970 年に，石油価格が上昇して石油
輸出が拡大し国家歳入が拡大した際，政府は資
源加工部門や基礎産業のプロジェクト重視やイ
ンフラ投資などで国家資本を中心とした工業化
を推進することとなった。大統領とともに，国
家資本を動かす経済ナショナリストがプリブミ
保護政策を推進した。鉄鋼と農園を基幹産業と
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して展開したバクリーグループも，こうしたプ
リブミ優遇によって成長し，1980 年代までに
子会社を次々と設立し，80 年代前半にはビジ
ネス・グループとしての基盤を整えた（小西鉄
「インドネシア経済史におけるバクリグループ
の合理性―金融自由化の進展と政治コネクショ
ンの変容による作用」『東南アジア研究』54-（1），
京都大学東南アジア研究所，2016 年，67-92 頁）。
　2016 年現在，不動産，建設，農業，パイプ，
メディア，通信など多方面を手掛けており，売
上高でインドネシア財閥中第 10 位，プリブミ
系で第 1 位である。アフマドの長男であるアブ
リザル・バクリー（Aburizal Bakrie）は 1994
年にインドネシア商工会議所（KADIN）会頭
に就任，ユドヨノ内閣においても経済調整担当
大臣として入閣するなど，政治活動に積極的に
関 与 し て い る。（ 矢 野 雅 雄 主 催 THINKING 
LIVE https://blog.goo.ne.jp/thinklive/e/
d68767d720749574b84ddc46b023 20191113PV）
菊山　それに対し，インドネシア，バンドンの小
規模織布工場では必需品のバティック（サロン）
をはじめ一般用織物の主原料の糸類が不足してお
りました。日本側各メーカーからはこの在庫品の
インドネシア向けへの輸出を要請されていたため，
商業省宛にスフ糸の輸入ライセンスを申請致しま
した。その結果幸いにして大量のライセンスが発
給され，バクリー社は各地区の織布工場への売り
込みに成功されました。多大の利益を獲得し，大
いに喜んでいただきました。こんな事が縁で，そ
の後各種の品目での取扱量が拡大しました。当時，
バクリー社・社長のご子息は名門のバンドン工科
大学（スカルノ大統領の母校でもある）に在学中
でした。このご子息が，後日，大政党の要人とし
て出世され，ご活躍されております。
　当時，土曜，日曜日にはバクリー社長のクバヨ
ランバルーの豪邸で，しばしばご馳走にあずかり
ました。当時の彼らの情報源は皆，政府と繋がっ
ており，当社のインドネシアにおける取引推進に
当たり大いに参考にさせていただきました。また，
同氏は，当時の政府各省のトップと親密な関係を
持っていたことはもちろんのことですが，概して，
トップとの間にクッションとなる人を介しており，
万が一に備えるなど，当時の情勢からして細心の
注意を払っておられる事に感服致しました。
10.　不良債権を作らない努力
（1963 年前後〜 1970 年）
菊山　1961 年には西ニューギニア帰属をめぐっ
ての西イリアン闘争が勃発しました。1963 年 9
月には，スカルノ大統領のマレーシアとの国交断
絶の声明が出され，1965 年 1 月には国連からの
脱退が声明されました。その時代のインドネシア
の中央銀行の決済用外貨の準備は，年を経過する
度に毎年徐々に減少する状況でした。インドネシ
アが輸入品に対する代金決済不能状態になる事を
心配した日本政府は，インドネシア向け輸出の決
済は原則として AT SIGHT（即金払）としました。
仮に支払いを猶予するとしても最長期間，6 ケ月
の後払いのみでこれ以外は認められませんでした。
　一方，当時のインドネシア側の決済銀行は唯一，
中央銀行のバンクインドネシア一行でした。中央
銀行は，少ない外貨（US ドル）で大量の輸入を
図るため，決済期限を徐々に長期化し，1963 年
後半から 1964 年，また 1965 年当時は 12 ケ月，
すなわち 1 年後払いが主流となっていました。そ
こで，インドネシアに繊維製品，鉄鋼製品その他
各種物資を売り込みたい大商社が考えた事は，
「日本側通産省要求の 6 ケ月後決済条件を満たし，
且つ，インドネシア側要求の 12 ケ月（1 年）の
決済の両条件満たすこと」でした。具体的にはイ
ンドネシアの銀行より，アメリカの各社支店宛に
（当時，各社は主としてニューヨーク支店を経由）
365 日すなわち 1 年後払いの信用状を開設して貰
い，インドネシア側の条件を満たし，これを担保
に，ニューヨークの各社支店が日本側各社の自社
向けに 180 日（6 ケ月）後払いの信用状を開設す
る事により日本側（通産省）の条件を満たしまし
た。
　アメリカの支店を仲介に入れる上記の方法によ
り表向きには，両政府の条件を満たしますが，
365 日と 180 日間の後払いとの差の 180 日余が各
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社のリスク負担となります。当時，大手各社の状
況判断では，“まさか，インドネシアの中央銀行
が支払い不能状態になる事は万が一にもないだろ
う”との考えで，この決済方式により多額の輸出
契約を推進しました。
　当社は，他の大手商社に比し，会社全体の規模
も小さく，ニューヨーク支店の銀行からの借り入
れ上限枠もあり，当初は，この決済方法による取
引を見合わせ，他社の動きを見ておりました。し
かしこのまま見逃せば，折角獲得した商権も危ぶ
まれる事もあり，本社の反対を押し切り，野村貿
易もこの方法に踏み切りました。
　その結果，他社の契約残高に比べれば小規模で
すが，当社にとっては無視できない金額のニュー
ヨーク支店スイッチでのインドネシア向け後払い
契約での未決済残高を残すこととなりました。
解説　山崎功は「1950 年代，西イリアンは依
然オランダの帰属下にあり，…またオランダ資
本による（インドネシアでの，解説者注）金融，
為替，農鉱業などの基幹経済に対する圧倒的な
支配が依然続いていた。ここにスカルノは『西
イリアン解放』，『オランダ資産国有化』という
…スローガンを掲げ，…不満のエネルギーをこ
の二つの問題解決に向けて流しこもうと」した，
としている。また，マレーシア問題については，
「スカルノにとっては，突出しつつある軍部勢
力との対抗上，微妙な権力バランス（軍と共産
党，解説者注）を維持するためには共産党に接
近してその勢力を伸ばす以外にない。そのため
のスローガンが『マレーシア粉砕』であった」
としている。山崎功「インドネシア　未完の民
族革命―独立宣言からスカルノ末期まで」『岩
波講座東南アジア史　第 8 巻　国民国家形成の
時代』岩波書店，2002 年，101-102 頁。
11.　歴史に翻弄されたビジネス
（1960 年代後半〜）
＊漆の代用のカシューナッツについて
菊山　インドネシアでカシューナッツが採れる地
域は中部ジャワのスマランと西部ジャワのチレボ
ンとの中間の高地です。カシューナッツの豆
（種）は，食品として珍重されておりますが，そ
の豆（種）を包んでいる皮は強烈な漆成分を含ん
でおり，漆に弱い体質の人は，皮に触れただけで
も，かぶれるほどの強さです。漆は，昔から漆器
製品，また，船舶の塗装剤として使われておりま
す。当時，日本での漆の栽培，収穫は益々コスト
が高くなり海外からの輸入に切り替えつつあった
事より，インドネシアのカシューナッツからの漆
成分の輸出を提案しました。東京支店の担当部課
が当該業界を調査する際，この業界での大手メー
カー（K 社）と折衝，專門技術者を派遣して貰い
実地調査をしました。その結果中身の豆（種）は，
現地の生産者（栽培主）が持ち帰り食品として使
用または販売し，従来捨てられていた皮は捨てず
に集荷し，これを水で沸騰させ（ドラム缶を切り
窯にして）漆成分の濃度を上げたものをドラム缶
に詰め，日本に輸出する事になりました。
　カシューナッツの皮の集荷及び煮込み，漆成分
含有率を上げた煮汁をドラムに詰める現場での監
督は，スマランに残留されたジャピンドの方
（KZ 氏）に委託し，スタートしました。
　スマランでの船積み前の現物チェックその他の
管理で鴇沢氏と共にしばしばジャカルタからスマ
ランまで車で出かけましたが，道中の国道の両側
の街路樹は自動車の衝突事故防止のための白色ペ
ンキが塗布されておりました。あるときその箇所
が共産党“イカリガマ“の印に塗り替えられまし
た。程なく 1965 年の 9・30 事件が発生した事を
思い出します。カシューナッツの漆成分輸出の仕
事は 9・30 事件の社会不安をきっかけに，未成功
の裡に無くなりました。
解説　「インドネシアの輸出額は 1951 年の約
13 億ドルというピークを除いて，大体年間 8
〜 9 億ドル前後であったが，1961 年以降急速
に 減 じ，1964 年 は わ ず か 6 億 2 千 万 ド ル，
1965 年は約 5 億ドルといわれている。」岸幸一
監修，久米孝彦著『インドネシア―複合経済の
背景―』アジア経済研究所，1966 年，95-96 頁。
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＊アルミ板の売り込みについて
菊山　1960 年代後半時代の日本からインドネシ
アへのアルミ板の輸出はインドネシア側民間輸入
商向けに小口少量で小規模に輸出されていた状況
でした。特に屋根材用としては，価格の問題もあ
り，圧倒的に亜鉛鉄板が使用され，大量の亜鉛鉄
板が日本から輸入されていました。
　野村貿易は，大規模国営農園を管轄管理してい
た農園省とは，天然ゴム，パーム油等の農産物の
輸入関係で親密な関係を持っており，この親密な
関係を活かして農園省管轄の各島，各地区に所在
する各種の国営大規模農園の従業員用宿舎の屋根
材として従来使用されていた亜鉛鉄板に比べ圧倒
的に耐久性で利点のあるアルミ板を採用して貰い，
日本製アルミ板の大口輸出を試みました。当時の
日本での大手アルミ板メーカーの代表格であった
NKK 社宛に「野村貿易がインドネシア農園省管
轄下の国営農園より大量の天然ゴム，ラテックス，
パーム油等を輸入し，インドネシア側に多額の外
貨を支払っている。この外貨の一部を使用して，
従来農園省が農園従業員用宿舎の屋根材として輸
入していた亜鉛鉄板を取り止め，耐久性で圧倒的
に優れたメリットがある日本製アルミ板に変更し，
日本からの大口輸出を考えている。ついては，
NKK 社が中心となり，日本のアルミ板メーカー
を一つに纏めて戴きたい」と申し入れ，了解を取
り付けたのです。
　一方インドネシア農園大臣には，野村貿易は，
マレーシア産の天然ゴム，ラテックス，パーム油
を輸入せず，専らインドネシア産の天然ゴム，ラ
テックス，パーム油その他の農産物をインドネシ
ア各地の国営農園公団より日本向け主体にアメリ
カ，ヨーロッパ向け輸出用に買い付け，インドネ
シアの外貨獲得に協力している過去の実績，現状，
及び将来構想を説明しました。と同時に，これら
の輸出によって獲得した外貨の一部を割いて各地
区に所在する農園省管轄の各種国営農園従業員宿
舎の屋根材として従来輸入していた亜鉛鉄板に比
べ圧倒的に耐久性の永い優れたメリットのあるア
ルミ板に変更することを再三に亘り要請しました。
＊農薬の売り込みについて
菊山　1960 年代後半時代のインドネシア国営大
農園向け農薬は，ほとんどが西独製またはその他
のヨーロッパ製の農薬をオランダ経由で輸入され
ていました。これらの農薬類も，アルミ板同様，
野村貿易が国営農園の農産物を輸入した事に依り
獲得した外貨の一部を充当して日本の S 化学製
品に切り替えて輸入していただくべく，フィール
ドテストも含め長期間掛けて説得しました。
　この結果，アルミ板，農薬類の双方とも日本製
に切り替え輸入していただく基本的了解を取り付
けましたが，具体的な品種，規格，数量，価格，
納期等最終詰めの段階に入り，日本製アルミ板，
農薬共に本格的な大口取引成立に漕ぎつける目前
に 1965 年の 9・30 事件が発生し，その結果，長
期に亘たり時間を掛けて注力したアルミ板，農薬
類の日本から大口輸出契約が消え去った事も今と
なっては，忘れられない思い出の一つです。
　その当時，大手商社 M 社の H 氏が Y 社の漁船
用小型エンジンを売り込むべく懸命に尽力されて
おられましたが，9・30 事件発生当日，期せずし
てばったり在インドネシア日本国大使館でお会い
し，歴史に残る大事件が発生している事をお互い
に知らず，商売一筋で東奔西走している事を後に
なって共に自嘲した事を思い出します。
　この当時の野村インドネシアは，諸先輩の戦前
の天然ゴム，パーム農園，コーヒー農園経営によ
る信頼もあり，生ゴム，ラテックス，パーム油の
取引は，我が国のトップクラスの取扱量を誇りま
した。
12.　タイヤコードビジネスとバンクインド
ネシアの信用状決済渋滞（1965 年）
菊山　インドネシアでの繊維関連ビジネスの中の
一つにはタイヤの中に入れるコードビジネスが挙
げられます。この商材は，ジャカルタから約 60
キロ郊外のボゴールにあったアメリカ資本 GY 社
のタイヤ工場が国営化されたことに始まります。
　ボゴールはジャカルタの避暑地でもあり，イン
ドネシア国大統領別邸および世界的に有名な植物
戦後インドネシア経済の成長と日本商社の果たした役割Ⅰ 81
園がある街です。ボゴールは天皇（現上皇）陛下
が皇太子時代に皇太子妃と共に来訪された街で，
当時の大統領より大歓迎を受けられたことが印象
に残っています。また，海上自衛隊が戦後初めて
の遠洋航海として横須賀基地を出港，途中，南太
平洋海戦で敗れた日本海軍の戦蹟を海上通過，豪
州，ニュージーランド経由でジャカルタに入港し
たことがありましたが，その際に海上自衛隊の
方々をボゴールの植物園に案内致し，自衛艦隊司
令官より大いに喜んでいただき，自衛艦の艦上
パーティにご招待いただいた事を思い出します。
　当時，国営化された GY 社タイヤ工場は，タイ
ヤ製造用の資材が無く休業状態でした。管理責任
者（スマトラ島パダン出身プリブミ）と面談し，
タイヤ生産用資材の大半が底をついている事が判
明しました。品目ごとに折衝していたのでは時間
のロスと考え，管理官に“必要資材の一覧表と必
要数量”の一覧表を提出して貰い，値段納期の折
衝を行いました。
　そして日本から積み出し後，ドキュメント（信
用状に基づく船積み書類）がインドネシア銀行に
到着後 3 ケ月支払い猶予，すなわち 3 ケ月後支払
い条件の信用状をインドネシア銀行より発行され
たのち契約を行い，生産まで終了しました。さて，
いよいよ積み出しという直前に，9・30 事件が発
生したのです。積み出しの延期を内地に指示する
と同時に，GY 社の管理人と共にインドネシア銀
行に出向き交渉を行いました。GY 社の現状を訴
え，同時に当方より野村貿易の生ゴム，パーム油
などのインドネシアからの農産品買い付けのため，
現金決済で開設した信用状の一覧表を提出し，こ
の野村貿易からの信用状を基に GY 社のタイヤ資
材に対する支払い条件を 3 ケ月後払いから急きょ
現金払い条件に変更して貰い積み出しを完了させ，
滞り債権の発生を回避しました。
　また，このインドネシアの GY 社向けタイヤ
コードの取引に際し，タイヤ資材に関する知識を
勉強する機会をいただきましたので，インドネシ
アでは GY 社以外にもスマトラ島やジャワ島に散
在する華僑系小規模の民間自転車用タイヤ工場に
拡販しました。また，この知識を当時のタイのバ
ンコク及びフィリピンのマニラ駐在員に伝え，タ
イおよびフィリピンにおけるタイヤ製造工場向け
にも拡販しました。
　＊当時当社のインドネシア関連取引額は全社の
取扱額に占める比率が圧倒的に高くインドネシア
の取引で万一債権が滞れば大事となるため，債権
保全に注力しました。当時，当社の主力銀行は D
銀行を筆頭に T 銀行，ついで S 銀行，H 銀行で
したが，何れの銀行も心配しておられましたこと
は充分承知しておりました。それだけに，日頃か
ら，日本からインドネシア宛の輸出取引について
の契約額と開設された信用状の差額の回収には品
目，契約額に拘わらず全て，毎日のフリーマー
ケットの交換率を基に回収に徹しました。このた
め，後日，US ドル対ルピアの切り下げが断行さ
れた時にも大きな損失は免れました（1978 年 11
月 15 日，34％切り下げ）。特別に経済学を勉強
したこともありませんが，平素のお付き合いでよ
く見聞きしていれば，失敗しないのではないかと
考えています。
13.　1965 年 9 月 30 日事件発生と
債権確保のための活動
菊山　当時のインドネシアは国連から脱退してお
り，孤立状態でした。中央銀行の外貨準備高も底
をつく状態であったところに 9・30 事件が発生し
ました。これを契機にして中央銀行が発行してい
る輸入の信用状決済が滞る事態となりました。
　そして大手各商社のニューヨークをスイッチし
たインドネシア向け 365 日後払い未決済残高は T
社を先頭に各社共多額の未払い残高を抱える事態
となりました。インドネシアとの取引関係のある
都市銀行 T 銀行を始めその他の銀行も自行の取
引先商社が抱えている未決済残高を心配しておら
れました。中でもインドネシアとの取引に突出し
ていた野村貿易のメイン銀行であった D 行，T
行の駐在員の方々はこのことを大変案じておられ
ましたが，他の大手商社の残高に比し極めて小額
であることがわかり，両行が一安心なされた事も
よく覚えています。ニューヨークスイッチに関わ
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る野村貿易の未収債権も，その後，シキボウ・野
村貿易とインドネシア側パートナーとの合弁会社
「MERTEX」を立ち上げた際に，資本金として
この未収ドル建て債券を出資金に繰り入れる許可
を取り債権を確保しました。
　この 9・30 事件発生をきっかけに，各社同様，
野村貿易も以前の駐在員数より大幅に減員し，当
時の現地情勢に適した特色のある社員を残すのみ
となりました。日本からの新規売り込み（輸出）
も一時中断し，各省の動き，特に中央銀行の外貨
の受け入れや支払い業務の管理実務の状況把握を
最重点とし，鴇沢様と共にその把握に注力致しま
した。
解説　山崎は 9 月 30 日事件を「党員 100 万を
超えるといわれ，中ソに次ぐ党勢を誇った（イ
ンドネシア，解説者注）共産党を一夜にして壊
滅させ，10 万とも 100 万ともいわれる虐殺犠
牲者を出した 9 月 30 日事件は，容共から反共，
スカルノ時代からスハルトの『新体制』へのド
ラスティックな移行を決定したインドネシア史
における悲劇的なメルクマール」としている。
山崎，前掲，108 頁。
14.　1960 年〜 1970 年代前半の野村貿易
ジャカルタ駐在員事務所の勤務状況
菊山　1960 年〜 1970 年代前半は毎日午後 5 時が
営業終了時刻でしたが，野村ジャカルタでは 5 時
から各商品担当者の当日の営業状況の報告，特に
日本からインドネシア向け各種商品の輸出案件の
決済条件に特化して部門別担当者と情報交換をし，
並行して当面の方針の打ち合わせをして締めくく
るのが日課でした。
　事務所は，現在のようにエアコンがあるわけで
なし，窓を閉めれば暑くてたまらず，さりとて開
ければ，道路の土ホコリが入ってくる，そのよう
な状態でした。さらに電力不足で連日長時間の停
電が発生するのが常でした。多くの駐在員の方に
は「停電で仕事にならないのだから合宿所に帰り，
水浴び（マンディー）してホッと一息つける」と
の思いがあったかもしれません。しかしながら当
社では，停電になれば照明用に“ローソク（キャ
ンドル）”を買ってきて机に立て，蒸し暑く，暗
い事務所で仕事に精を出したことが今でも思い出
されます。協力いただいた当時のジャカルタ駐在
員の皆さまには，今でも感謝しています。これら
のことは私にとって忘れられない場面のひとつで
あり，この場を借りてあらためて謝意を申し述べ
たく思います。
＊植田喜代治元社長について
　植田社長は克苦勉強家でした。神戸の報徳商業
のご出身で野村合名会社に入社，徹底的に磨かれ，
その努力が認められて，アメリカに留学，アメリ
カ人の家庭に下宿され朝から晩まで英語の生活で
仕込まれたとの話を聞いております。勘の鋭い，
激しい気性の中にも優しい心の持ち主の社長でし
た。植田社長は，日本では学歴の社会，特に官公
庁では学歴の世界である事を承知しておられ，こ
れをカバーする意味からも東大卒を採用されまし
た。その一人は当時の警視総監と東大で同級生
だったようです。また，植田社長が仕えた野村合
名時代のジャワ地区総支配人が戦時中，ジョグ
ジャカルタの王様に仕えておられたとの話も聞い
たことがあります。
　私共の時代は，インドネシアも混乱はしていま
したが，思う存分に仕事ができました。それに比
し，今の若い人は，気の毒であるようにも思いま
す。ジャピンドの方々も長老であった S 氏およ
び O 氏が亡くなられ，今ではジャピンド一世の
息子さん，あるいはお孫さんの時代となっていま
す。
＊賀屋先生の接待（1957 年頃）
　賀屋興宣先生が東大の経済学の H 先生とご一
緒に戦後インドネシアに来訪された際には，本社
からの指示でご一行のジャカルタ滞在中のアテン
ドをさせていただきました。到着時，空港にて出
迎えの時，勉強不足で何も分からない私は，飛行
機より降りて来られた先生のお姿を見るなり，大
声で「賀屋さん，賀屋さん」と連呼致しましたと
ころ，たまたま，私の後ろにおられたお出迎えの
戦後インドネシア経済の成長と日本商社の果たした役割Ⅰ 83
日本国大使館員が上着の裾を引っ張るのでふり返
ると，小さな声で「賀屋さん」ではなく「賀屋先
生」と呼ぶようにとのアドバイスをいただき，冷
や汗をかいたことを思い出します。その際アドバ
イスをいただいた大使館員は，極めて誠実な勉強
家で，インドネシア語が極めて堪能でした。イン
ドネシア情勢にも詳しく，日本政府要人の来訪時，
あるいは，インドネシア政府要人の通訳を務めて
おられましたが，後に B 国の大使に就任されま
した。賀屋先生の来訪に関連して思い出すことと
いえば以下のことです。
　大使館がアレンジされた先生ご一行の宿泊先の
予定は，オランダ時代から有名な格式のある「ホ
テル　デス　インデス」でした。格式あるものの，
既にこのホテルも国有化され，外見は立派でした
が，停電続きのうえ水道も断水しがちでした。物
資不足で食事もおいしいとは言い難い状態でした。
ホテルに到着後，大使館の担当官が賀屋先生に上
述のようなホテルの現状を報告したところ，賀屋
先生は案内役の大使館員に「事情は判るが年齢で
もあり，約 1 週間の滞在予定でもあり困る，どこ
か別に適当なホテルは無いものか？」と質問され
たのに対し，戸惑っておられたところ，賀屋先生
より「野村貿易の宿舎があるなら宿泊させてほし
い」という旨のお声が掛かりました。
　当時の野村貿易の社宅は，ジャカルタの新開地
の住宅地区であったクバヨランバルー P-2（ペー
ドゥア）にありましたが，私をはじめ日本からの
駐在員および現地採用の D 氏を含め 5 人で満室
の状態でした。がしかし，賀屋先生のご依頼でも
あり即座に「お部屋はあります。当社の社宅で良
ければお使い下さい」と引き受けました。そう回
答すると同時に，一緒に出迎えにきていた D 氏
に，直ちに社宅に帰り，菊山の部屋の荷物を外に
出し，掃除，整頓してお迎えの準備をするよう指
示する一方，大使館の担当官との今後の打ち合わ
せで時間を稼ぎ，ご一行お二人を社宅にご案内し
ました事をよく覚えています。
　賀屋先生が社宅に滞在された 1 週間の間，MS
社，MB 社，TM 社，IS 社などトップ企業から
は賀屋先生を中華料理店での食事にご招待するこ
とがありましたが，毎日の事でもあり，お疲れの
ご様子も窺えたので，夜は，マッサージ，朝食は
おかゆに梅干しを準備しました。また，ご帰国の
際には，雨期のため土砂降りとなりましたが，新
開地の住宅地クバヨランバルー地区はまだ舗装さ
れておらず，自動車が動かず私どもが裸足で車を
押した事も印象に残っています。いよいよご帰国
の際には賀屋先生より「何かあったら電話してく
れ」とのお言葉をいただき，文字通り，後日，大
変お世話になりました。また，賀屋先生より，
「何かお土産を置いて帰りたいが，何も持ち合わ
せないのでこれを置いて行く」とおっしゃって賀
屋先生が毎日使用されておられたご自身の兵児帯
を頂戴しました。また，D 氏は，生まれたばかり
のお子さんに命名いただいていました。賀屋先生
はご帰国後，幾ばくもなく衆議院に復帰当選され，
自民党の外交委員長に就任され，積極的なご活躍
ぶりを当時のメディアで拝見しました。
解説　賀屋興宣　1889 年（明治 22 年）〜 1977
年（昭和 52 年），戦前大蔵官僚から大蔵大臣を
務め，1945 年〜 55 年まで巣鴨プリズンに入所，
1958 年衆議院議員当選，後に池田内閣で法務
大臣を務める。このエピソードは 1955 年に巣
鴨プリズンを出所し，1958 年衆議院議員に当
選する間のことと思われる。
＊インドネシアにおけるビジネスで心がけたこと
　①先輩が戦前，戦中の農園栽培を通じて残して
くれた天然ゴム，ラテックス，パーム油，パーム
カーネル，コーヒーその他インドネシアの農産品
の取引については，他社に負けない商社とするこ
と
　②インドネシアに取って貴重な外貨収入に直結
し，野村貿易をはじめ他社を含めたインドネシア
側の未払い残高支払い充当資金につながるインド
ネシア産品の日本向けおよび西欧向け輸出に最大
限注力したこと
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